
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記念すべき第 20 回目の官学連携研究会については「ウォーカブルなまちなか整備・公
共空間の利活用における官民連携」をテーマとして、昨年に続き、会場（名古屋都市セン
ター）とオンライン併用にて開催した。愛知県内の行政担当者をはじめ参加者は 58 名
（オンライン 27 名）であった。 
まず「KYOSO is New Urban Planning Mixture Style」と題して、安城市健幸=SDGs 課

公民連携係長であり、NPO 法人 Mieru-Da Project CD の前田晃佑氏から安城市の取組
事例を、次にまちづくり福井株式会社代表取締役社長の岩崎正夫氏より「道路や公園、河
川敷をつかったまちの魅力づくりとウォーカブルへの取り組み」と題して、福井市の取
組事例をご紹介いただいた。その後、福井工業大学教授の三寺潤氏（行政連携委員会委
員：リモート参加）および大同大学教授の嶋田喜昭氏（行政連携委員会委員長）のコーデ
ィネートで意見交換が行われた。ウォーカブル整備の必要性、推進する仕組み・制度、多
様な人との関わりや課題等について活発な議論がなされた。 
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